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PaTametel (+lBTL (-lBTL (I)/(+)ratio
Km l.37土0.22 1.25±0.09 0.94土0.ll
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DNAのSTR (shorttandeA)repeat)多型
紘,ヒトのみならず多くの動物において,高度に
変異がみられることより,個体識別や親族の関係
の特定ににきわめて有用な退伝標識である.
タイのカとクイザルを対象として,ヒトで認め
られたSTR座位に相当する部位での多型の検出
を試みたが,ヒトのY染色体の dlnucleotlde
repeat多型であるYACll座位にあたるものに,変
共が認められた.ヒトの変異を故山するプライマ
ーを用いて得られたPCR産物には,144bp,148
bp,150bp,152bpの4通りの大きさがあり.少な
くとも4つの alleleがあることが示された.ち
なみに日本人では,148bpから 158bpまでの6つ
の alleleがある.
また,同じくタイのカニクイザルを対象に,β
グロビン迫伝子顧域のRFLPs (Restrlctlop
frapentlengthpolynorphlstBS)を故対した.
¢β1グロビン迫伝子部飯域でIも 制限酵素の
PstIによる2つの alleleが認められる多型が確
かめられたが,これはアカゲザルやヒトにはない
ものである.EcoRIによっては.アカゲザルにも
みられたものと同一の多型がみられた.βグロビ
ン迫伝子3'下流側ではヒトでもみられる,制限
群素 Ba劇Ⅰの部位の多型がみられた.
丑伝子顔度のデータに基づいた,ニホンザルと
アカゲザル.カニクイザルの3著聞の的係で臥
アカゲザルとカニクイザルが最も貯れており,ニ
ホンザルとアカゲザルが良も近い関係にある.
